
新藤 日松前藩正議士・新田千里箸「松前家記」の書誌的検討

治
的
な
視
点
で
記
さ
れ
た
大
槻
の
『
北
海
道
風
土
記
』
が
著
さ
』

こ
と
は
、
当
時
と
し
て
は
「
北
方
」
と
は
そ
の
よ
う
な
理
解
で
布

関
心
が
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
端
的
に
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

筆
者
は
既
に
拙
稿
（
１
）
に
お
い
て
、
明
治
三
年
（
一
八
七
○
）
に
成
立
し
た
、

松
浦
武
四
郎
『
蝦
夷
年
代
記
』
と
大
槻
文
彦
『
北
海
道
風
土
記
』
の
明
治
期
北
方

史
学
史
上
の
位
置
づ
け
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
「
蝦
夷
年
代
記
』
は
古
代
か
ら
幕

末
維
新
期
ま
で
が
扱
わ
れ
て
お
り
、
古
代
に
お
い
て
は
東
北
、
近
世
に
お
い
て
は

蝦
夷
地
と
、
そ
の
対
象
地
域
が
「
北
進
」
し
て
お
り
、
和
人
の
北
方
進
出
の
歴
史

が
中
心
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
今
日
の
日
本
史
学

で
い
う
「
北
方
史
」
の
認
識
と
大
差
は
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
大
槻
の
「
北
海

道
風
土
記
』
は
ロ
シ
ア
帝
国
の
南
下
政
策
を
に
ら
み
な
が
ら
の
「
北
門
鎖
鋪
」
と

い
う
観
点
で
記
さ
れ
て
い
る
。
著
者
の
大
槻
自
身
も
樺
太
問
題
の
建
白
書
を
明
治

六
年
二
八
七
六
）
に
大
政
官
左
院
に
提
出
し
て
い
る
。
そ
の
苫
い
に
『
北
海
道

風
土
記
』
も
添
付
し
て
提
出
し
て
お
り
、
大
槻
自
身
も
自
著
を
政
治
的
に
利
用
し

て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
明
治
初
年
の
段
階
で
、
和
人
の
北
方
進
出
の
歴
史
を
古
代
か
ら
幕

末
維
新
期
ま
で
書
い
た
松
浦
の
『
蝦
夷
年
代
記
』
と
、
「
北
門
鎖
鋪
」
と
い
う
、
政

治
的
な
視
点
で
記
さ
れ
た
大
槻
の
『
北
海
道
風
土
記
』
が
著
さ
れ
て
い
た
と
い
う

こ
と
は
、
当
時
と
し
て
は
「
北
方
」
と
は
そ
の
よ
う
な
理
解
で
研
究
者
か
ら
興
味

は
じ
め
に

旧
松
前
藩
正
議
士
・
新
田
千
里
箸
「
松
前
家
記
』
の
書
誌
的
検
討

ｌ
明
治
期
北
方
史
学
史
の
文
献
的
研
究
Ｉ

さ
て
、
前
述
し
た
よ
う
な
動
き
と
は
全
く
別
に
、
明
治
一
○
～
二
○
年
代
に
か

け
て
館
藩
の
士
族
た
ち
が
著
し
た
一
連
の
歴
史
書
が
確
認
さ
れ
る
。
著
者
は
い
ず

し
ょ
う
ぎ
た
い

れ
も
戊
辰
戦
争
で
新
政
府
側
に
つ
い
た
正
議
隊
に
属
し
て
い
た
者
達
で
あ
り
、
そ

れ
ら
の
歴
史
書
の
一
部
は
公
刊
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
学
問
的
な
内
容
の
も
の
で
あ

る
と
判
断
さ
れ
ず
、
北
方
史
学
史
上
殆
ど
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
書
物
で

あ
る
。
従
っ
て
書
誌
学
的
、
史
料
学
的
な
研
究
蓄
積
は
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
近
い
と

い
う
状
態
で
あ
り
、
評
価
も
定
ま
っ
て
い
な
い
も
の
も
多
い
。

本
稿
は
そ
の
中
で
も
比
較
的
、
北
方
史
を
研
究
す
る
上
で
の
「
史
料
」
と
い
う

評
価
が
高
い
、
新
田
千
里
が
著
し
た
『
松
前
家
記
』
（
以
下
「
家
記
』
と
略
称
す

る
）
を
取
り
上
げ
る
。
同
書
は
昭
和
四
九
年
（
一
九
七
四
）
に
『
松
前
町
史
』
史

料
編
第
一
巻
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
手
軽
に
利
用
で
き
る
こ
と
か
ら
北
方
史
研
究

に
利
用
さ
れ
て
き
た
。
特
に
一
次
史
料
が
殆
ど
残
存
し
て
い
な
い
中
世
か
ら
近
世

初
頭
の
研
究
を
行
う
に
は
『
家
記
』
も
「
史
料
」
と
し
て
活
用
さ
れ
る
機
会
が
多

か
っ
た
感
が
あ
る
。
以
下
、
本
稿
で
は
「
歴
史
書
」
と
し
て
『
家
記
』
を
見
た
さ

い
に
重
要
と
な
る
、
史
料
批
判
を
行
っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
北
方
史
の

研
究
書
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
性
格
を
有
す
る
書
物
で
あ
る
の
か
、
こ
の
二
点
を

検
討
す
る
（
２
）
。

新
藤

透
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第
一
章
著
者
・
新
田
千
里
の
略
歴

著
者
で
あ
る
新
田
千
里
に
関
し
て
、
『
三
百
藩
家
臣
人
名
事
典
』
に
は
次
の
よ
う

に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

新
田
千
里
（
に
っ
た
ち
さ
と
）
生
没
年
不
詳

松
前
藩
正
議
隊
士
、
儒
者
。
十
二
代
藩
主
松
前
昌
広
、
十
一
一
一
代
崇
広
、
十
四

代
徳
広
に
仕
え
る
。
字
を
靖
江
と
い
っ
た
。
主
税
と
称
し
、
震
山
と
号
し
て

い
る
。
同
家
遠
祖
は
新
田
右
京
広
貞
と
い
い
、
文
禄
二
年
松
前
家
に
仕
え
た

と
い
う
か
ら
、
松
前
家
四
世
季
広
（
蠣
崎
姓
）
の
頃
で
あ
り
、
か
な
り
の
古

家
系
で
あ
る
。
広
貞
の
代
以
後
新
井
田
姓
を
呼
称
し
三
家
に
分
か
れ
た
。
千

里
の
家
系
は
、
広
貞
の
二
男
権
之
介
知
朝
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
、
幕
末
時
ま

で
継
承
さ
れ
、
家
格
は
永
世
準
寄
合
席
の
上
位
に
あ
っ
た
。
千
里
の
先
々
代

は
新
井
田
右
膳
朝
訓
（
あ
る
い
は
新
田
右
膳
）
と
い
っ
て
、
藩
用
人
、
番
頭

を
勤
め
た
。
先
代
は
新
井
田
小
仲
太
で
、
右
膳
に
先
立
っ
て
天
保
四
年
九
月

没
し
、
右
膳
は
安
政
三
年
十
月
ご
説
に
同
六
年
十
月
）
に
没
し
た
。
小
仲

太
に
は
二
子
が
あ
り
、
長
女
を
ヤ
ス
と
い
い
、
長
男
を
小
治
郎
と
称
し
た
。

こ
の
長
女
に
配
さ
れ
入
夫
し
て
同
家
を
継
い
だ
の
が
千
里
で
あ
る
。
姓
を
遠

祖
の
新
田
に
戻
し
て
い
る
が
、
出
自
は
わ
か
ら
な
い
。
恐
ら
く
他
の
新
井
田

家
か
ら
入
っ
た
か
。
小
治
郎
は
別
に
一
家
を
創
め
て
や
は
り
新
井
田
姓
を
称

し
、
明
治
中
期
ま
で
の
履
歴
が
明
白
で
あ
る
。
千
里
は
少
年
時
代
か
ら
学
問

を
好
み
、
天
保
末
年
頃
に
藩
校
徽
典
館
の
学
生
と
な
っ
て
、
鈴
木
織
太
郎
ら

と
共
に
、
平
沼
雪
山
、
山
田
三
川
、
長
谷
川
運
の
諸
師
か
ら
漢
学
を
学
ん
だ
。

漢
書
を
修
め
詩
文
を
よ
く
し
た
。
長
ず
る
に
及
ん
で
、
藩
事
に
つ
い
て
膿
慨

す
る
こ
と
多
く
、
下
国
東
七
郎
、
鈴
木
幟
太
郎
、
三
上
超
順
ら
と
密
か
に
同

と
し
た
際
は
猛
烈
に
反
対
し
、
建
白
書
ま
で
出
し
て
こ
れ
を
阻
止
し
て
い

る
。
慶
応
四
年
三
月
に
は
参
政
職
と
な
っ
て
、
藩
政
に
参
与
し
た
。
同
年
七

月
二
十
八
日
松
前
藩
に
正
議
隊
の
政
変
が
起
こ
り
、
藩
論
は
勤
王
に
統
一
さ

れ
、
佐
幕
派
と
目
き
れ
た
多
く
の
重
臣
達
が
非
業
の
死
を
遂
げ
た
。
こ
の
政

変
の
理
論
的
指
導
に
大
き
く
か
か
わ
っ
た
の
が
、
千
里
と
三
上
超
順
で
あ
っ

た
。
同
年
八
月
に
は
推
さ
れ
て
正
議
局
総
裁
と
な
っ
て
い
る
。
次
い
で
執

政
、
文
武
総
監
と
な
り
、
改
元
後
の
明
治
元
年
十
月
箱
館
戦
争
が
始
ま
る
と
、

藩
主
徳
広
の
帷
幕
に
あ
っ
て
軍
務
を
総
理
し
て
い
た
。
時
に
一
隊
を
率
い
て

戦
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
旧
幕
府
軍
に
敗
れ
て
同
年
十
一
月
末
に
は
、
津
軽

（
青
森
県
）
に
避
退
し
た
。
明
治
二
年
五
月
半
ば
す
ぎ
に
箱
館
戦
争
は
終
結
し

た
が
、
こ
の
時
の
軍
功
で
、
永
世
寄
合
席
の
家
格
と
な
り
、
百
四
十
石
を
加

賜
さ
れ
た
。
明
治
三
年
八
月
に
は
、
館
藩
（
松
前
藩
、
館
移
城
後
を
い
う
）

の
少
参
事
職
に
な
り
、
ま
た
文
武
局
主
宰
と
も
な
っ
た
。
学
塾
も
開
い
て
い

た
と
い
う
が
、
後
年
東
京
に
移
住
し
た
。
著
書
に
『
松
前
家
記
」
そ
の
ほ
か

若
干
の
詩
文
稿
が
遣
っ
て
い
る
（
３
）
。

な
お
、
『
松
前
町
史
』
の
「
解
説
」
に
は
明
治
一
六
年
（
一
八
八
一
一
一
）
に
東
京
で

死
去
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
特
に
史
料
的
根
拠
は
示
し
て
い
な
い
（
４
）
。

正
議
隊
は
勤
皇
思
想
を
持
っ
て
い
た
藩
内
の
派
閥
で
あ
り
、
従
っ
て
新
田
の
著

書
「
家
記
』
も
そ
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

志
を
結
合
し
て
正
議
隊
と
称
し
、
い
つ
か
事
を
起
こ
そ
う
と
機
を
う
か
が
っ

て
い
た
。
慶
応
二
年
十
二
月
、
藩
主
徳
広
が
宿
病
病
弱
の
た
め
退
隠
し
よ
う
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『
家
記
』
は
、
館
藩
士
族
新
田
千
里
が
明
治
一
○
年
二
八
七
七
）
に
稿
を
起
こ

し
、
翌
二
年
九
月
に
脱
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
公
刊
は
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、

転
写
本
で
流
布
し
た
と
思
わ
れ
る
。
転
写
本
は
さ
ほ
ど
残
存
し
て
は
お
ら
ず
、
北

海
道
大
学
附
属
図
書
館
北
方
資
料
室
、
函
館
市
中
央
図
書
館
、
東
京
大
学
史
料
編

墓
所
等
に
存
在
が
確
認
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
『
松
前
町
史
』
史
料
編
第
一
巻
に
収

録
さ
れ
て
い
る
本
に
よ
っ
た
。

第
二
章
『
松
前
家
記
』
の
検
討

第
一
節
『
松
前
家
記
』
の
記
述
形
式

『
松
前
町
史
』
に
、
榎
森
進
氏
は
次
の
よ
う
な
「
解
説
」
を
付
し
て
い
る
。

「
松
前
家
記
」
は
、
こ
れ
ら
諸
家
譜
の
う
ち
で
最
も
完
備
し
た
松
前
家
の
家

譜
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
記
述
内
容
上
一
つ
の
歴
史
書
に
さ
え
な
っ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
家
譜
と
い
う
性
格
上
、
藩
主
別
に
編
纂
し
、
歴
代
天
皇
の

論
号
を
挙
げ
、
年
代
記
風
に
藩
主
の
動
向
を
中
心
に
記
し
て
廃
藩
置
県
に
及

ん
で
い
る
が
、
そ
の
記
述
内
容
は
他
の
家
譜
が
あ
く
ま
で
も
藩
主
な
い
し
松

前
家
一
族
の
動
向
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
れ
以
外
の
歴
史
事
項
は
殆
ど
記
し
て

い
な
い
の
に
対
し
、
本
書
は
、
藩
主
の
動
向
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
間
の
重
要

な
歴
史
事
項
を
殆
ど
網
羅
し
て
い
る
。
し
か
も
、
藩
主
の
年
譜
の
ほ
か
、
他

の
系
譜
に
は
閑
却
さ
れ
て
い
る
夫
人
、
側
室
、
枝
葉
の
略
伝
を
附
録
と
し
て

お
り
、
家
譜
と
し
て
も
他
に
追
随
を
許
さ
な
い
の
み
な
ら
ず
、
松
前
藩
に
関

す
る
政
治
的
動
向
を
中
心
と
す
る
史
書
と
し
て
も
す
ぐ
れ
た
も
の
と
い
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
っ
と
も
、
内
容
的
に
は
主
家
の
た
め
潤
色
し
た
点
も
み
う
け
ら
れ
、
特

つ
く
し
た
藩
で
あ
る
こ
と
を
印
象
づ
け
る
方
向
で
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
記

述
の
み
か
ら
は
、
正
確
な
歴
史
像
を
よ
み
と
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
こ

う
し
た
制
約
は
あ
る
に
せ
よ
、
松
前
家
の
系
譜
と
し
て
、
さ
ら
に
は
松
前
藩

の
年
代
記
と
し
て
、
座
右
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
－
５
）
。

榎
森
氏
は
『
家
記
』
を
家
譜
と
し
て
優
れ
て
い
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
歴
史
書

と
し
て
の
性
格
も
有
し
て
お
り
「
座
右
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
」
と
高
い
評
価

を
与
え
て
い
る
。

さ
て
、
そ
れ
で
は
実
際
に
榎
森
氏
が
指
摘
し
た
記
述
の
特
徴
を
、
引
用
を
し
な

が
ら
確
認
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
歴
代
当
主
は
藩
祖
・
武
田
信
広
を
一
世
と
し
、

一
八
世
松
前
徳
広
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
歴
代
当
主
の
記
述
で
あ
る
が
次

の
様
な
形
式
に
な
っ
て
い
る
。

十
一
世
邦
広

邦
広
初
諒
ハ
広
国
、
小
字
ハ
伝
吉
、
藩
柤
信
広
六
世
ノ
孫
松
前
本
広
識

極
蝋
ノ
第
六
子
、
母
ハ
幕
臣
杉
原
正
忠
偲
轆
ノ
女
ナ
リ

東
山
天
皇

宝
永
二
年
乙
酉
下
総
二
生
ル

享
保
元
年
丙
申
二
月
十
一
日
矩
広
ノ
嗣
子
ト
ナ
ル
、
十
五
日
初
メ
テ
将
軍

家
継
二
謁
シ
刀
馬
料
、
時
服
囚
襲
ヲ
献
ス
、
一
一
月
廿
八
日
暇
ヲ
賜
ハ
リ
三

月
廿
八
日
帰
藩
ス
（
６
）

（
以
下
略
）

最
初
に
、
誰
、
通
称
等
が
記
さ
れ
、
次
に
父
母
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
歴

代
天
皇
の
諭
号
は
拍
頭
で
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
誕
生
か
ら
死
没
ま
で
事

に
こ
の
書
の
編
纂
さ
れ
た
時
代
が
、
明
治
新
政
府
成
立
後
で
あ
る
と
こ
ろ
か

ら
、
幕
末
・
維
新
期
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
つ
と
め
て
天
皇
政
府
に
忠
誠
を

1７ 
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ま
た
、
榎
森
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
歴
代
当
主
の
正
室
に
関
し
て
も
詳
細
に
記

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
他
の
家
譜
類
に
見
ら
れ
な
い
点
で
あ
る
。
邦
広
の
正
室
に

関
し
て
は
次
の
様
に
記
さ
れ
て
い
る
。

邦
広
夫
人

夫
人
名
ハ
房
子
、
一
一
一
位
高
野
保
光
ノ
女
ナ
リ
、
正
徳
四
年
十
一
月
廿
一
一
一
日
矩

広
ノ
世
子
富
広
二
帰
ク
、
享
保
元
年
春
富
広
卒
ス
、
’
一
一
年
七
月
二
十
八
日
邦

広
二
醜
ス
、
五
年
七
月
十
二
日
卒
ス
、
年
二
十
一
、
子
無
シ
、
光
善
寺
二
葬

ル

こ
れ
を
見
る
と
邦
広
の
正
室
・
房
子
は
、
最
初
一
○
世
松
前
矩
広
の
嫡
子
、
一
員

広
に
嫁
し
た
が
、
ま
も
な
く
富
広
が
没
し
た
た
め
、
邦
広
の
室
に
入
っ
た
と
読
め

る
。
し
か
し
今
度
は
房
子
が
若
く
し
て
没
し
た
た
め
、
邦
広
は
新
た
に
正
室
を
迎

え
る
。
『
家
記
』
に
は
そ
の
継
室
に
つ
い
て
も
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。

継
室
土
橋
氏

土
橋
氏
初
名
ハ
左
尾
子
、
後
悔
好
子
卜
更
ム
、
家
臣
土
橋
武
則
蝿
ホ
ノ
女
ナ

リ
、
五
男
三
女
ヲ
生
ム
、
宝
暦
十
一
年
一
一
一
月
十
一
一
一
日
薙
髪
ス
、
尋
テ
妙
蓮
社

ヲ
建
シ
乃
チ
之
一
一
居
ル
、
和
歌
ヲ
以
テ
楽
ト
ス
、
十
一
一
一
年
十
月
十
五
日
卒
ス
、

年
六
十
二
、
光
善
寺
二
葬
ル

邦
広
の
継
室
は
松
前
藩
士
・
土
橋
氏
の
出
で
、
五
男
三
女
を
邦
広
と
の
間
に
も

う
け
た
こ
と
が
窺
え
る
。

『
家
記
』
は
正
室
だ
け
で
は
な
く
、
側
室
に
関
し
て
も
簡
略
で
は
あ
る
が
記
さ
れ

て
い
る
。
邦
広
の
側
室
は
二
名
記
さ
れ
て
い
る
。

物
評
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
後
述
す
る
。

実
関
係
の
み
が
淡
々
と
叙
述
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
一
三
世
松
前
道
広
か

ら
一
八
世
同
徳
広
ま
で
は
、
死
没
の
記
述
の
後
に
著
者
・
新
田
に
よ
る
当
主
の
人

妾
某
氏

某
氏
名
ハ
勝
子
、
一
女
ヲ
生
ム
（
７
）

邦
広
の
側
室
は
い
ず
れ
も
「
妾
某
氏
」
と
の
み
記
さ
れ
て
お
り
、
実
家
の
こ
と

は
一
切
触
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
側
室
で
あ
っ
て
も
「
某
氏
」
で
は
な
く
、
出
自

が
記
さ
れ
て
い
る
記
述
も
あ
る
。
一
三
世
松
前
道
広
の
側
室
の
記
述
を
引
用
す
る
。

妾
林
光
氏

林
光
氏
名
ハ
勢
子
、
武
蔵
一
向
宗
林
光
寺
住
職
某
ノ
女
ナ
リ
、
一
女
ヲ
生
ム
、

文
政
六
年
一
一
一
月
二
十
六
日
残
ス
、
林
光
寺
二
葬
ル
ー
８
｜

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
に
側
室
に
よ
っ
て
出
自
が
書
か
れ
て
い
た
り
、
い
な
か
っ
た

り
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
著
し
く
低
い
身
分
の
出
身
の
側
室

に
関
し
て
は
「
某
氏
」
と
記
し
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
「
附
録
一
一
」
「
附
録
三
」
に
お
い
て
、
当
主
の
子
が
全
員
記
さ
れ
て
お
り
、

嫡
子
以
外
の
庶
子
も
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
五
世
当
主
に
し
て
、
初
代
松
前
藩

主
で
あ
る
松
前
慶
広
の
子
の
記
述
を
、
利
広
以
下
の
部
分
を
引
用
す
る
。

慶
広
十
一
子

（
中
略
）男
利
広
、
初
名
ハ
行
広
、
小
字
ハ
龍
丸
、
松
前
長
門
守
卜
称
ス
、
妾
出
ナ
リ
、

人
ト
ナ
リ
豪
邇
ニ
シ
テ
武
技
ヲ
善
シ
、
傍
ラ
書
及
上
医
術
ヲ
能
ス
、
初
メ
南

部
信
濃
守
利
直
ノ
養
子
ト
ナ
ル
、
遂
二
協
ハ
ス
シ
テ
帰
ル
、
乃
チ
藩
政
ヲ
掌

ト
ル
、
元
和
四
年
七
月
一
一
十
六
日
異
謀
発
覚
シ
、
海
ヲ
瞼
テ
逃
ル
、
終
ル
所

ヲ
知
ラ
ス

妾
某
氏

某
氏
名
ハ
民
子
、
二
女
ヲ
生
ム
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氏
ナ
リ
、
人
ト
ナ
リ
驍
勇
ニ
シ
テ
且
歌
謡
、
蹴
鞠
ヲ
能
ス
、
慶
長
十
七
年
十

月
母
氏
ノ
冥
福
ヲ
修
セ
ン
ト
欲
シ
、
紀
伊
高
野
山
二
詣
リ
、
尋
テ
大
坂
二
如

キ
豊
臣
秀
頼
ノ
臣
、
片
桐
東
市
正
且
元
、
大
野
修
理
大
夫
治
長
一
一
会
シ
テ
帰

国
ス
、
十
九
年
遂
一
一
款
ヲ
秀
頼
一
一
通
セ
ン
ト
欲
ス
、
慶
広
、
家
臣
工
藤
祐
種

九
兵
衛
尉
ト
称
ス
ヲ
シ
テ
之
ヲ
図
ラ
シ
ム
、
十
二
月
一
一
十
六
日
夜
祐
種
、
由

広
ノ
燕
室
二
在
ル
ヲ
現
テ
之
ヲ
鑿
シ
、
由
広
一
一
一
創
ヲ
受
ケ
副
刀
ヲ
抜
テ
奮
闘

良
、
久
シ
テ
乃
チ
蕊
ル
、
年
二
十
一
、
元
和
四
年
祠
ヲ
知
内
村
二
建
テ
其
侃

刀
ヲ
納
メ
テ
之
ヲ
祭
り
、
雷
天
荒
神
社
卜
号
ス
、
後
千
早
振
神
社
ト
更
ム

男
次
広
、
小
字
ハ
天
亀
丸
、
伝
十
郎
卜
称
ス
、
母
ハ
前
一
一
同
シ
、
初
メ
蛎
崎

長
広
ノ
養
子
ト
ナ
ル
、
慶
長
九
年
前
田
肥
前
守
利
長
ノ
嗣
子
タ
ラ
ン
「
ヲ
約

ス
、
七
月
九
日
家
老
篠
田
出
羽
守
利
次
来
ツ
テ
之
ヲ
迎
フ
、
未
夕
路
二
就
カ

ス
、
十
一
年
二
月
廿
九
日
痘
ヲ
病
ミ
テ
卒
ス
、
年
十
一

男
僧
休
之
、
母
ハ
前
一
一
同
シ
、
専
念
寺
住
職
ト
ナ
ル
、
権
僧
都
二
任
ス

男
景
広
、
初
名
ハ
等
広
、
小
字
ハ
岩
丸
、
美
作
守
又
伊
勢
守
ト
称
ス
、
母
ハ

前
一
一
同
シ
、
河
野
季
通
ノ
後
ヲ
承
ク
、
家
臣
ト
ナ
ル
、
万
治
元
年
正
月
十
八

日
段
ス
、
子
宣
広
嗣
ク

男
安
広
、
初
名
ハ
政
広
、
小
字
ハ
石
丸
甚
五
郎
ト
称
ス
、
妾
出
ナ
リ
、
慶
長

十
四
年
伊
達
陸
奥
守
政
宗
ノ
招
キ
ー
一
応
シ
テ
之
力
實
タ
リ
、
更
メ
テ
市
正
卜

称
ス
、
元
和
九
年
政
宗
給
ス
ル
ニ
邑
二
千
石
ヲ
以
テ
ス
、
寛
永
六
年
片
倉
重

長
ノ
女
ヲ
要
ル
、
五
男
三
女
ヲ
生
ム
、
晩
一
一
自
体
ト
号
ス
、
長
子
景
長
、
重

長
ノ
嗣
子
ト
ナ
リ
、
二
子
広
国
家
ヲ
承
テ
其
藩
臣
ト
ナ
ル

男
満
広
、
長
次
郎
卜
称
ス
、
妾
出
ナ
リ
、
寛
永
元
年
七
月
十
九
日
卒
ス
、
年

十
八

男
由
広
、
初
名
ハ
種
広
、
小
字
ハ
綱
丸
、
松
前
数
馬
介
卜
称
ス
、
母
ハ
斎
藤

第
一
項
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
の
戦
い
の
記
事
の
検
討

一
例
と
し
て
長
禄
元
年
二
四
五
七
）
に
勃
発
し
た
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
の
戦
い
の

記
事
を
検
討
す
る
。
こ
の
戦
い
は
松
前
藩
祖
・
武
田
信
広
が
事
実
上
鎮
圧
し
、
そ

の
こ
と
に
よ
り
中
世
蝦
夷
地
の
和
人
館
主
の
中
で
突
出
し
た
存
在
に
な
っ
た
、
松

前
氏
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
戦
い
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
松
前
藩
が
編
纂
し

た
各
種
家
譜
、
歴
史
書
に
は
必
ず
記
さ
れ
て
き
た
。
『
家
記
』
に
も
か
な
り
詳
し
く

書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
の
信
頼
性
に
関
し
て
検
討
を
加
え
た
い
（
皿
）
。

ま
ず
、
『
家
記
』
以
前
に
成
立
し
て
い
る
代
表
的
な
松
前
氏
の
家
譜
類
の
記
述
と

第
二
節
『
松
前
家
記
』
の
記
述
の
信
葱
性

「
歴
史
書
」
と
し
て
『
家
記
』
を
検
討
す
る
上
で
最
も
重
要
な
点
は
記
述
内
容
の

信
瀝
性
で
あ
る
。
本
来
は
全
記
述
の
史
料
批
判
の
過
程
を
記
す
べ
き
で
あ
る
が
、

紙
幅
の
関
係
も
あ
り
本
稿
で
は
ご
く
一
部
を
紹
介
す
る
に
留
め
た
い
。

女
妾
出
ナ
リ
、
家
臣
下
国
広
季
内
記
ト
称
ス
ニ
配
ス
（
９
）

最
初
に
「
慶
広
十
一
子
」
と
記
し
、
慶
広
に
何
人
子
ど
も
が
い
た
の
か
記
し
、

以
下
誕
生
順
に
男
女
混
交
し
て
記
し
て
い
る
。
記
述
の
大
半
は
事
実
関
係
の
み
で

あ
る
が
、
傍
線
部
を
付
し
た
箇
所
の
よ
う
に
新
田
に
よ
る
簡
単
な
人
物
評
も
添
え

ら
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。

以
上
、
『
家
記
』
の
記
述
の
形
式
に
関
し
て
詳
細
に
み
て
き
た
。
事
実
関
係
を
基

調
と
し
な
が
ら
、
歴
代
当
主
や
嫡
子
だ
け
で
は
な
く
、
正
室
、
側
室
、
庶
子
に
ま

で
詳
細
に
記
さ
れ
て
お
り
、
榎
森
氏
が
指
摘
す
る
と
お
り
、
家
譜
と
し
て
の
情
報

量
は
か
な
り
多
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
は
榎
森
氏
が
言
わ
れ
て
い
る
「
歴
史
書
」

と
し
て
は
ど
う
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
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『
家
記
」
の
記
述
と
を
比
較
す
る
。
最
初
は
寛
永
二
○
年
（
一
六
四
一
一
一
）
に
成
立
し

た
『
寛
永
諸
家
系
図
伝
」
所
収
の
「
松
前
系
図
」
で
あ
る
（
数
字
は
引
用
者
）
。

①
又
武
田
の
氏
族
と
い
ふ
事
ハ
、
む
か
し
夷
の
干
嶋
に
住
す
る
も
の
を
和
多

利
党
と
号
す
、
此
時
松
前
よ
り
東
廿
日
路
、
西
廿
日
路
、
人
宅
民
家
あ
り
と

い
へ
ど
も
、
夷
蜂
起
し
て
志
法
の
城
主
太
郎
左
衛
門
・
箱
館
の
城
主
加
賀
守
・

松
前
の
城
主
相
原
周
防
守
其
外
所
々
の
城
郭
を
せ
め
と
る
と
い
へ
ど
も
、
下

国
の
城
主
茂
別
治
部
太
輔
・
上
国
の
城
主
蠣
崎
修
理
大
夫
、
此
二
人
な
を
城

堅
固
に
ま
も
っ
て
是
に
居
す
。
②
そ
の
折
節
、
若
州
武
田
大
膳
大
夫
国
信
の

嫡
男
太
郎
信
広
、
父
と
不
和
の
事
あ
り
て
若
州
を
立
去
て
、
商
人
の
舟
に
の

り
松
前
に
き
た
っ
て
居
す
。
③
此
時
夷
又
蜂
起
し
て
下
国
・
上
国
の
両
城
を

せ
め
と
ら
ん
と
す
。
時
に
信
広
其
ゑ
ら
び
に
あ
た
っ
て
武
者
奉
行
と
成
て
、

夷
の
渠
魁
二
人
を
討
と
り
、
賊
徒
数
輩
を
き
り
こ
ろ
す
。
是
に
よ
り
て
凶
徒

こ
と
ノ
、
く
敗
走
す
。
そ
の
、
ち
治
部
大
輔
下
国
よ
り
上
国
に
き
た
っ
て
会

合
し
、
酒
宴
の
と
き
、
修
理
大
夫
ハ
来
国
俊
の
刀
を
信
広
に
あ
た
へ
、
治
部

大
輔
ハ
菊
一
文
字
の
刀
を
信
広
き
づ
け
て
、
そ
の
勇
功
を
賞
す
。
〈
ｕ
一

コ
シ
ャ
マ
イ
ン
の
名
前
と
蜂
起
の
勃
発
し
た
年
月
日
は
「
松
前
系
図
」
に
は
記

さ
れ
て
い
な
い
が
、
内
容
か
ら
判
断
し
て
、
以
上
の
記
述
が
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
の
戦

い
で
あ
る
と
い
え
る
。

こ
の
記
述
は
、
大
き
く
分
け
て
①
②
③
の
三
つ
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

①
は
「
夷
」
（
Ⅱ
ア
イ
ヌ
民
族
）
が
蜂
起
し
て
、
「
志
法
」
・
「
箱
館
」
「
松
前
」
の

三
館
が
陥
落
し
、
「
下
国
」
・
「
上
国
」
が
も
ち
こ
た
え
た
。
②
は
、
「
そ
の
折
節
」

Ⅱ
そ
の
時
に
若
狭
か
ら
武
田
信
広
が
「
松
前
」
に
渡
来
し
て
き
た
。
③
こ
の
時
に

ア
イ
ヌ
民
族
が
「
又
」
蜂
起
し
た
と
あ
る
。
「
又
」
と
あ
る
以
上
、
①
の
蜂
起
を
一

回
目
の
蜂
起
と
見
る
事
が
で
き
、
今
回
の
蜂
起
は
二
回
目
で
あ
る
こ
と
が
い
え
よ

う
⑫
一
・
さ
ら
に
、
こ
の
一
一
回
目
の
蜂
起
は
、
武
田
信
広
が
「
武
者
奉
行
」
と
な
っ

て
ア
イ
ヌ
民
族
を
敗
走
さ
せ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
茂
別
館
主
の
下
国
家
政

か
ら
「
菊
一
文
字
」
を
与
え
ら
れ
た
。
「
武
者
奉
行
」
と
は
、
『
武
家
名
目
抄
」
に

よ
る
と
室
町
期
の
史
料
に
も
そ
の
名
は
見
え
、
「
軍
奉
行
は
軍
旅
の
指
揮
を
専
務

と
し
武
者
奉
行
は
武
者
の
進
退
を
掌
る
か
専
務
な
る
へ
し
き
れ
は
戦
場
に
臨
む
時

は
ひ
と
し
く
軍
配
を
つ
か
さ
ど
る
か
故
に
何
れ
も
老
功
の
者
を
任
用
す
る
っ
か
さ

に
て
軍
団
一
対
の
奉
行
な
り
」
（
型
と
あ
り
、
大
将
の
下
に
い
て
「
老
功
の
臣
」
が

任
じ
ら
れ
る
重
職
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
信
広
の
手
に
よ
っ
て
戦
い
は
勝
利
に
導

か
れ
、
茂
別
館
主
下
国
家
政
か
ら
「
菊
一
文
字
」
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
で
、
信
広

の
蝦
夷
地
に
お
け
る
一
定
の
地
位
の
保
証
が
、
家
政
に
よ
り
安
堵
さ
れ
た
と
読
み

と
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
こ
の
時
点
で
の
大
将
は
、
あ
く
ま
で
家
政
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

最
後
に
「
松
前
系
図
」
か
ら
読
み
と
れ
る
時
系
列
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
①

一
回
目
の
ア
イ
ヌ
蜂
起
で
、
「
志
法
」
・
「
箱
館
」
・
「
松
前
」
の
三
館
が
陥
落
し
、

「
下
国
」
・
「
上
国
」
が
持
ち
こ
た
え
た
。
↓
②
武
田
信
広
が
若
狭
か
ら
渡
海
↓
③
二

回
目
の
ア
イ
ヌ
蜂
起
。
信
広
が
「
武
者
奉
行
」
に
な
り
、
戦
い
を
和
人
の
勝
利
に

導
く
。
下
国
家
政
か
ら
「
菊
一
文
字
」
を
拝
領
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
一
回
目
の
蜂

起
の
後
に
信
広
が
蝦
夷
地
に
渡
っ
た
と
「
松
前
系
図
」
か
ら
は
い
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

次
に
、
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
成
立
の
松
前
景
広
が
著
し
た
『
新
羅
之
記
録
』

（
以
下
『
新
羅
』
と
略
称
す
る
）
の
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
の
戦
い
の
記
述
を
取
り
上
げ
る

（
数
字
は
引
用
者
）
。

①
内
海
之
宇
須
岸
被
攻
破
夷
賊
事
者
有
志
濃
里
之
鍛
冶
屋
村
家
数
百
康
正
二

年
春
乙
核
来
而
令
打
鍛
冶
於
劇
刀
処
乙
核
与
鍛
冶
論
鬮
刀
之
善
悪
価
而
鍛
冶
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取
劇
刀
突
殺
乙
咳
依
之
夷
狄
悉
蜂
起
而
自
康
正
二
年
夏
迪
大
永
五
年
春
破
東

西
数
十
日
程
中
住
所
村
々
里
々
殺
者
某
事
起
元
於
志
儂
里
之
鍛
冶
屋
村
也
活

残
人
集
住
皆
松
前
与
天
河
（
中
略
）

②
上
之
国
者
預
蠣
崎
武
田
若
狭
守
信
広
副
置
政
季
之
婿
蠣
崎
修
理
大
夫
季
繁

令
護
夷
賊
襲
来
処
長
禄
元
年
五
月
十
四
日
夷
狄
蜂
起
来
而
攻
撃
志
儂
里
之
館

主
小
林
太
郎
左
衛
門
尉
良
景
箱
館
之
河
野
加
賀
守
政
通
其
後
攻
落
中
野
佐
藤

三
郎
左
衛
門
尉
季
則
脇
本
南
条
治
部
少
季
継
穏
内
郡
之
館
主
蒋
士
甲
斐
守
季

直
章
部
之
今
泉
形
部
少
季
友
松
前
之
守
護
下
国
山
城
守
定
季
相
原
周
防
守
政

胤
祢
保
田
之
近
藤
四
郎
右
衛
門
尉
季
常
原
口
之
岡
辺
六
郎
左
衛
門
尉
季
澄
比

石
之
館
主
畠
山
之
末
孫
厚
谷
右
近
将
監
重
政
所
々
之
重
鎮
雌
然
下
之
国
之
守

護
茂
別
八
郎
式
部
大
輔
家
政
上
之
国
之
花
沢
之
館
主
蠣
崎
修
理
大
夫
季
繁
堅

固
守
城
居
③
其
時
上
之
国
之
守
護
信
広
朝
臣
為
惣
大
将
射
殺
狄
之
酋
長
胡
著

魔
犬
父
子
二
人
斬
熟
侑
多
利
数
多
依
之
凶
賊
悉
敗
北
其
後
式
部
太
輔
経
中
野

路
来
山
越
於
上
之
国
会
若
狹
守
修
理
大
夫
有
献
酬
之
礼
式
部
大
輔
家
政
者
授

刀
一
文
字
於
信
広
被
賞
勇
功
又
修
理
大
夫
者
授
喬
刀
来
国
俊
於
信
広
此
時
信

広
朝
臣
者
従
若
州
差
来
進
助
包
之
大
刀
於
式
部
太
輔
也

修
理
大
夫
無
継
子
故
得
政
季
朝
臣
之
息
女
為
子
令
嫁
信
広
居
川
北
天
河
之
洲

崎
之
館
仰
家
督
信
広
朝
臣
為
実
安
東
太
政
季
朝
臣
之
聟
也
口
）

こ
の
記
述
も
、
①
三
。
③
の
三
つ
に
分
割
す
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
内
容
は
「
松

前
系
図
」
と
若
干
異
な
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

①
は
、
「
宇
須
岸
」
（
現
・
函
館
市
）
が
、
「
賊
」
（
Ⅱ
ア
イ
ヌ
民
族
）
に
う
ち
破

ら
れ
た
こ
と
と
し
て
、
そ
の
顛
末
を
記
し
て
い
る
。
志
儂
里
（
現
・
函
館
市
）
の

鍛
冶
屋
村
に
、
康
正
二
年
（
一
四
五
六
）
春
に
、
「
乙
核
」
（
Ⅱ
ア
イ
ヌ
の
青
年
）

が
尋
ね
て
き
た
。
「
乙
核
」
は
、
鍛
冶
屋
に
「
劇
刀
」
（
Ⅱ
ア
イ
ヌ
が
使
用
す
る
ナ

ィ
Ｚ
を
打
た
せ
た
と
こ
ろ
、
「
乙
核
」
と
鍛
冶
屋
と
の
間
で
「
劇
刀
」
の
「
善
悪

価
」
を
巡
っ
て
謡
い
が
起
こ
り
、
鍛
冶
屋
は
「
乙
咳
」
を
突
き
殺
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
れ
を
契
機
に
ア
イ
ヌ
民
族
が
蜂
起
し
て
康
正
二
年
か
ら
、
大
永
五
年
（
一
五
一
一

五
）
ま
で
「
者
某
」
Ｔ
和
人
）
を
鯵
し
く
殺
し
た
と
あ
る
。
そ
し
て
生
き
残
っ
た

和
人
は
、
松
前
と
天
河
（
現
・
上
ノ
国
町
）
に
集
住
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
「
乙
核
」
が
殺
き
れ
た
事
件
が
発
端
と
な
っ
て
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
の
戦
い
が

勃
発
し
た
と
現
在
解
き
れ
て
い
る
が
、
『
新
羅
』
に
は
、
康
正
二
年
か
ら
大
永
五
年

ま
で
の
約
七
○
年
間
の
ア
イ
ヌ
蜂
起
の
基
に
な
っ
た
と
書
か
れ
て
お
り
、
コ
シ
ャ

マ
ィ
ン
の
戦
い
の
み
の
原
因
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
①
と
②
の
記
述
の
間
に

は
、
ア
イ
ヌ
蜂
起
と
は
関
係
の
な
い
記
事
が
挟
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
か
ら
も
、

著
者
松
前
景
広
は
ア
イ
ヌ
の
殺
人
事
件
と
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
の
戦
い
と
を
関
連
づ
け

て
い
る
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。

②
は
、
康
正
一
一
一
年
（
長
禄
元
年
）
五
月
一
四
日
に
、
原
因
は
不
明
だ
が
ア
イ
ヌ

民
族
が
蜂
起
し
た
。
こ
の
時
に
は
、
既
に
武
田
信
広
は
蝦
夷
地
に
渡
海
し
て
い
る

こ
と
を
前
提
に
し
た
記
述
に
な
っ
て
お
り
、
「
松
前
系
図
」
の
記
述
と
相
違
し
て
い

る
。ア
イ
ヌ
民
族
は
、
こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
「
道
南
十
二
館
」
の
う
ち
、
’
○
館
を

攻
め
落
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
残
り
の
下
国
家
政
（
茂
別
館
）
と
蠣
崎
季
繁

（
花
沢
館
）
の
二
館
だ
け
が
攻
略
を
免
れ
て
い
た
と
し
て
い
る
。
②
に
は
、
武
田
信

広
や
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
の
名
前
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

③
は
、
「
其
時
」
と
い
う
文
言
で
始
ま
っ
て
い
る
。
道
南
十
一
一
館
は
殆
ど
落
城

し
、
残
る
二
館
も
風
前
の
灯
火
で
あ
る
、
正
に
「
其
時
」
、
武
田
信
広
が
「
惣
大

将
」
と
い
う
形
で
登
場
し
て
く
る
。
「
松
前
系
図
」
の
「
武
者
奉
行
」
よ
り
格
上
げ

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
「
狄
之
酋
長
胡
著
魔
犬
父
子
」
を
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射
殺
し
「
侑
多
利
」
Ｔ
ア
イ
ヌ
語
で
同
胞
、
つ
ま
り
ア
イ
ヌ
）
を
多
数
斬
り
殺

し
、
戦
い
を
和
人
の
勝
利
に
結
び
つ
け
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
下
国
家
政
か
ら

刀
を
貰
い
請
け
た
云
々
の
記
述
は
「
松
前
系
図
」
と
大
幅
な
相
違
点
は
見
あ
た
ら

な
い
。

次
に
、
松
前
藩
の
家
老
職
を
務
め
、
歴
史
家
で
も
あ
る
松
前
広
長
が
諸
史
料
を

集
め
編
纂
し
た
『
福
山
秘
府
年
歴
部
」
（
安
永
九
年
二
七
八
○
〉
序
）
の
記
述

を
示
す
。

長
禄
丁
丑

○
松
前
年
代
記
曰
、
夏
五
月
十
四
日
、
蝦
夷
大
乱
、
與
志
乃
利
小
林
太
郎
左

衛
門
良
景
、
箱
館
河
野
加
賀
政
通
等
戦
、
而
後
蝦
賊
亦
破
中
野
佐
藤
三
郎
左

衛
門
季
則
、
脇
本
南
條
治
部
季
継
、
穏
内
薦
槌
甲
斐
季
直
、
軍
部
今
泉
刑
部

季
友
、
松
前
下
国
山
城
定
季
、
相
原
周
防
政
胤
、
祢
保
田
近
藤
四
郎
右
衛
門

季
常
、
原
口
岡
辺
六
左
衛
門
季
澄
、
比
石
厚
谷
右
近
重
政
等
之
諸
館
主
（
割

注
略
）
難
然
下
国
守
護
茂
別
（
割
注
略
）
八
郎
式
部
（
割
注
略
）
家
政
、
上

国
館
主
蠣
崎
修
理
太
夫
季
繁
、
猶
堅
守
館
居
焉
、
千
時
始
祖
武
田
信
広
贋

其
択
為
先
鋒
、
遂
討
夷
賊
酋
長
父
子
弐
人
及
賊
徒
数
輩
平
治
焉
、
於
是
諸
館

主
各
頻
賞
始
柤
之
戦
功
、
令
始
祖
推
以
為
季
繁
之
嗣
子
、
季
繁
家
政
各
解
侃

刀
以
貼
始
祖
、
季
繁
所
貼
太
刀
来
国
俊
、
家
政
所
貼
刀
菊
一
文
字
、
始
祖
亦

與
刀
干
家
政
、
銘
助
包
、
千
時
会
親
族
而
略
行
建
国
之
大
礼
云
、
是
時
始

祖
築
塁
干
上
国
河
北
天
河
洲
崎
居
焉
、

二
戌
寅

松
前
年
代
記
曰
、
是
歳
詐
夷
酋
長
父
子
、

按
、
是
詠
伐
賊
残
党
也
蒟
）

ほ
ぼ
『
新
羅
」
と
同
内
容
で
あ
る
が
、
一
点
だ
け
言
及
し
て
お
き
た
い
箇
所
が

あ
る
。
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
の
戦
い
を
平
定
し
た
武
田
信
広
は
、
『
福
山
秘
府
』
に
よ
る

と
、
「
建
国
之
大
礼
」
を
執
り
行
っ
た
と
あ
る
。
続
け
て
「
始
祖
築
塁
干
上
国
河
北

天
河
洲
崎
居
焉
」
と
あ
る
の
で
、
信
広
が
蠣
崎
の
「
客
将
」
か
ら
は
っ
き
り
と
独

立
し
、
蝦
夷
地
を
統
一
し
た
か
の
様
な
記
述
と
な
っ
て
い
る
。

最
後
に
、
『
家
記
」
を
み
て
み
る
。

長
禄
元
年
丁
丑
信
広
花
沢
城
二
在
り

五
月
十
五
日
東
部
ノ
酋
長
胡
箸
麻
尹
父
子
大
挙
入
冠
、
勢
益
椙
猟
ス
、
此

時
渡
島
南
界
ノ
諸
豪
族
志
儂
里
ノ
城
主
小
林
良
景
太
郎
左
衛
門
尉
ト
称
ス
、

字
須
岸
ノ
城
主
河
野
政
通
加
賀
守
卜
称
ス
、
中
野
ノ
城
主
佐
藤
季
則
三
郎
左

衛
門
尉
卜
称
ス
、
脇
本
ノ
城
主
南
條
季
継
治
部
少
輔
卜
称
ス
、
穏
内
ノ
城
主

菰
土
季
直
甲
斐
守
ト
称
ス
、
軍
部
ノ
城
主
今
泉
季
友
刑
部
少
輔
卜
称
ス
、
大

館
ノ
城
主
下
国
季
直
山
城
守
ト
称
ス
、
相
原
政
胤
、
称
保
田
ノ
城
主
近
藤
季

常
四
郎
左
衛
門
ト
称
ス
、
原
ロ
ノ
城
主
岡
部
季
澄
六
郎
左
衛
門
ト
称
ス
、
厚

谷
重
政
等
防
戦
力
掲
キ
成
城
ヲ
秦
テ
亡
ク
、
茂
別
家
政
式
部
大
輔
卜
称
ス
下

国
ノ
城
ヲ
守
り
、
信
広
花
沢
ノ
城
ヲ
守
り
勢
尚
未
夕
屈
セ
ス
、
是
一
一
於
テ
諸

豪
会
議
信
広
ヲ
椎
シ
テ
主
帥
ト
ス
、
信
広
乃
チ
残
兵
ヲ
糾
シ
テ
東
発
ス
、
六

月
廿
七
日
大
二
七
重
浜
二
戦
う
、
衆
寡
敵
セ
ス
、
我
軍
幾
ン
ト
敗
レ
ン
ト
ス
、

信
広
伴
走
朽
木
中
二
匿
ル
、
胡
箸
麻
尹
父
子
追
踊
ス
、
信
広
居
箭
一
発
父
子

ヲ
洞
シ
、
直
チ
ー
ー
木
中
ヨ
リ
跳
出
、
大
刀
ヲ
揮
ツ
テ
稗
酋
数
人
ヲ
斬
ル
、
我

兵
奮
撃
大
二
之
二
克
シ
、
余
衆
漬
散
、
諸
部
震
摺
ス
、
茂
別
家
政
花
沢
二
来

リ
、
季
繁
ト
会
シ
各
宝
刀
ヲ
信
広
二
贈
ツ
テ
其
以
テ
戦
捷
ヲ
賀
ス
季
繁
又
伊

駒
政
季
ノ
女
ヲ
養
フ
テ
信
広
二
配
ス
、
七
月
朔
諸
豪
勧
進
、
信
広
始
メ
テ
国

ヲ
建
シ
、
是
ヨ
リ
諸
豪
皆
信
広
二
臣
事
ス
、
八
月
新
城
ヲ
天
王
河
北
二
簗
キ

勝
山
館
ト
名
ケ
信
広
徒
ル
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二
年
戌
寅
正
月
一
一
日
満
月
出
ス
、
四
月
佐
々
木
繁
綱
、
工
藤
祐
長
ヲ
東
部

一
一
遣
ハ
シ
テ
胡
著
麻
尹
ノ
余
党
ヲ
動
ス
（
略
）

ま
ず
、
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
の
蜂
起
の
原
因
は
『
家
記
」
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
蜂

起
の
範
囲
で
あ
る
が
、
「
宇
須
岸
」
（
現
・
函
館
市
）
な
ど
が
陥
落
さ
せ
ら
れ
て
い

る
点
か
ら
、
当
初
は
現
在
の
函
館
地
方
を
中
心
と
し
た
蜂
起
と
分
か
る
。
武
田
信

広
渡
海
時
期
は
、
享
徳
三
年
（
一
四
五
四
）
の
項
に
書
か
れ
て
い
る
（
Ⅳ
）
の
で
、

コ
シ
ャ
マ
イ
ン
蜂
起
時
に
は
既
に
蝦
夷
地
に
渡
っ
て
い
た
と
読
み
取
れ
る
。
信
広

は
当
初
か
ら
こ
の
戦
い
に
参
加
し
、
二
回
目
の
蜂
起
時
に
諸
豪
族
会
議
の
結
論

で
、
信
広
が
「
主
帥
」
と
な
り
軍
を
率
い
て
い
る
、
と
い
う
記
述
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
信
広
は
、
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
父
子
を
「
朽
木
中
一
一
匿
ル
、
胡
著
麻
尹
父
子
追
踊

ス
、
信
広
居
箭
一
発
父
子
ヲ
洞
シ
、
直
チ
ニ
木
中
ヨ
リ
跳
出
、
大
刀
ヲ
揮
ツ
テ
稗

酋
数
人
ヲ
斬
ル
」
と
あ
り
、
待
ち
伏
せ
を
し
て
い
て
襲
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い

る
。
そ
し
て
戦
い
終
結
後
、
「
信
広
始
メ
テ
国
ヲ
建
シ
、
是
ヨ
リ
諸
豪
皆
信
広
一
一
臣

事
ス
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
信
広
は
和
人
勢
力
の
中
で
、
権
力
を
掌
握
し
た
と
読

み
と
れ
る
。

以
上
、
指
摘
し
た
箇
所
が
、
新
し
く
『
家
記
』
に
よ
り
付
け
加
え
ら
れ
た
点
で

あ
る
。
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
の
戦
い
の
同
時
代
史
料
は
存
在
せ
ず
、
寛
永
二
○
年
の

「
松
前
系
図
」
が
史
料
的
初
見
で
あ
り
、
『
新
羅
』
に
よ
っ
て
詳
細
が
明
ら
か
に
な

り
、
『
福
山
秘
府
」
は
概
ね
そ
の
記
述
を
踏
襲
し
て
い
る
が
、
『
家
記
』
に
な
る
と

信
広
が
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
父
子
を
討
っ
た
様
子
、
戦
後
信
広
に
よ
っ
て
蝦
夷
地
が
統

一
さ
れ
、
他
の
和
人
豪
族
も
「
臣
事
」
し
た
と
新
し
い
「
事
実
」
が
記
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
新
田
は
こ
れ
ら
の
記
述
の
史
料
的
根
拠
を
明
ら
か
に
し
て
お
ら

ず
、
こ
れ
ら
の
記
述
の
信
愚
性
は
か
な
り
疑
問
視
さ
れ
る
。

ヲ
抜
力
シ
メ
親
ラ
、
薬
ヲ
創
口
一
一
灌
キ
之
ヲ
慰
労
ス
（
卯
）

慶
広
の
大
坂
夏
の
陣
参
陣
に
関
し
て
は
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
忠
広
が
五

月
七
日
の
大
坂
落
城
の
日
の
戦
闘
に
参
加
し
て
、
首
級
を
一
つ
あ
げ
た
こ
と
に
関

第
一
一
項
大
坂
の
陣
に
お
け
る
松
前
忠
広
の
活
躍

も
う
一
例
と
し
て
、
慶
長
二
○
年
（
一
六
一
五
）
の
大
坂
夏
の
陣
に
お
け
る
松

前
忠
広
の
記
述
を
例
に
あ
げ
る
。
ま
ず
『
新
羅
』
の
記
述
を
次
に
示
す
。
大
坂
頁

の
陣
に
お
け
る
忠
広
の
様
子
を
う
か
が
え
る
史
料
は
こ
れ
が
初
見
で
あ
る
。

同
（
慶
長
Ｉ
引
用
者
注
）
二
十
年
五
月
七
日
摂
州
大
坂
合
戦
之
節
難
一
一
ヶ
所

手
負
令
討
敵
高
名
此
節
乗
馬
者
秋
田
而
義
宣
朝
臣
之
賜
慶
広
大
盧
毛
之
駿
馬

也
於
茶
臼
山
之
御
本
陣
慶
広
朝
臣
奉
謁
家
康
公
之
処
窮
隼
人
正
高
名
可
為

伊
豆
守
悦
喜
之
由
預
恭
御
詞
也
兎
）

『
新
羅
』
に
よ
る
と
、
慶
長
二
○
年
（
一
六
一
五
）
五
月
七
日
に
大
坂
夏
の
陣
の

戦
闘
で
、
忠
広
は
二
箇
所
手
傷
を
負
い
な
が
ら
も
、
豊
臣
方
の
高
名
な
武
将
を
討

ち
取
っ
た
。
慶
広
は
茶
臼
山
の
家
康
本
陣
に
馳
せ
参
じ
た
時
、
家
康
か
ら
「
恭
御

詞
」
を
賜
っ
た
と
あ
る
。

こ
れ
が
『
家
記
』
に
は
次
の
様
に
記
さ
れ
て
い
る
。

元
和
元
年
乙
卯
一
一
一
月
一
一
一
日
慶
広
、
兵
ヲ
率
ヒ
テ
南
上
ス
、
五
月
七
日
ノ
役
、

松
前
忠
広
勇
戦
首
級
ヲ
獲
タ
リ
、
慶
広
茶
臼
山
ノ
牙
営
二
至
ツ
テ
家
康
二
謁

ス
、
家
康
大
一
一
忠
広
ノ
功
ヲ
賞
ス
⑮
｝

（
中
略
）

元
和
元
年
一
一
一
月
大
坂
二
赴
ク
、
五
月
七
日
ノ
役
、
｜
敵
将
ア
リ
直
チ
ニ
我
陣

忠
広
屈
セ
ス
左
手
二
槍
幹
ヲ
鑿
チ
右
手
二
刀
ヲ
揮
上
、
其
頭
ヲ
斬
り
乃
チ
頭

ヲ
抱
ヒ
テ
伏
ス
、
家
康
諸
営
ヲ
巡
視
ス
ル
ニ
会
ス
、
乃
チ
侍
臣
ヲ
シ
テ
其
槍

二
百
ス
、
忠
広
接
闘
ス
、
我
ハ
歩
シ
テ
刀
、
彼
ハ
騎
シ
テ
槍
左
脇
ヲ
員
カ
ル
、

2３ 
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第
一
項
勤
皇
思
想

次
に
『
家
記
』
の
記
述
の
特
徴
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
い
。
著
者
・
新
田
が

正
議
隊
に
属
し
て
お
り
、
勤
皇
思
想
を
信
奉
し
て
い
た
こ
と
は
前
述
し
た
。
こ
の

点
に
関
し
て
は
、
本
文
中
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
散
見
き
れ
る
。
’
八
世
徳
広
の

人
物
評
は
こ
う
書
か
れ
て
い
る
。

皇
国
ノ
典
籍
ヲ
研
究
シ
、
神
道
ヲ
尊
崇
シ
、
異
端
ヲ
排
撃
ス
、
傍
ラ
和
歌
ヲ

能
ク
ス
、
人
或
ヒ
ハ
北
地
ノ
経
略
藩
柤
信
広
ヲ
以
テ
囑
矢
ト
ス
ル
者
ア
リ
、

徳
広
即
チ
詠
チ
曰
ク
、
畏
ク
モ
古
キ
昔
シ
ヲ
シ
ノ
フ
カ
ナ
後
方
羊
蹄
山
ノ
雪

ノ
曙
鬼
）

徳
広
は
神
道
を
尊
崇
し
異
端
を
排
撃
し
て
い
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
「
北

地
経
略
」
の
噌
矢
は
武
田
信
広
で
あ
る
と
い
う
者
が
い
る
が
、
徳
広
は
歌
で
「
畏

し
て
は
徳
川
の
史
料
に
そ
の
名
が
見
え
る
。
「
大
坂
首
実
見
帳
」
の
「
自
是
御
旗
本

衆
」
と
い
う
項
に
、
「
一
同
壱
シ
松
前
隼
人
」
と
記
さ
れ
て
い
る
ａ
）
。

だ
が
、
「
家
記
』
の
傍
線
部
の
記
述
は
『
新
羅
』
に
は
み
ら
れ
な
い
も
の
で
あ

り
、
他
の
史
料
に
も
う
か
が
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
家
康
自
ら
忠
広
の
創
口
に
薬

を
塗
る
な
ど
と
い
う
物
語
的
な
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
新
田
の
創
作
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
『
家
記
』
の
記
事
内
容
は
か
な
り
潤
色
が
み
ら
れ
る
。
榎
森
氏
も

こ
の
点
は
指
摘
し
て
い
た
が
、
本
稿
で
は
二
例
取
り
上
げ
た
が
、
松
前
家
に
対
し

て
か
な
り
誇
張
な
表
現
が
み
ら
れ
て
お
り
、
し
か
も
史
料
的
根
拠
が
不
明
の
た

め
、
歴
史
書
と
し
て
は
マ
イ
ナ
ス
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

第
三
節
『
松
前
家
記
』
の
記
述
の
特
性

ク
モ
古
キ
昔
シ
ヲ
シ
ノ
フ
カ
ナ
後
方
羊
蹄
山
ノ
雪
ノ
曙
」
と
詠
み
、
阿
倍
比
羅
夫

が
信
広
の
前
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
詠
っ
て
い
る
。
新
田
は
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
の

戦
い
の
記
述
を
例
に
し
て
示
し
た
様
に
、
藩
祖
・
信
広
の
事
績
を
か
な
り
誇
張
し

て
記
し
て
い
た
が
、
そ
れ
よ
り
も
朝
廷
の
命
で
北
方
遠
征
を
行
っ
た
阿
倍
比
羅
夫

の
方
を
高
く
取
り
上
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
更
に
、
徳
広
は
生
来
病
弱
で
あ
っ
た

が
、
「
徳
広
生
来
扇
弱
、
且
シ
多
病
、
常
二
中
原
二
馳
駆
シ
王
事
ヲ
奉
セ
サ
ル
ヲ
恨

ト
ス
」
（
型
と
あ
り
、
短
所
を
逆
手
に
と
っ
て
「
勤
皇
」
ぶ
り
を
示
し
て
い
る
記
述

も
あ
る
。

ト
曰
モ
則
チ
可
ナ
リ
盆
）

信
広
が
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
の
戦
い
を
平
定
し
「
皇
国
北
顧
ノ
患
ヲ
絶
シ
」
こ
と
に

成
功
し
た
の
で
、
こ
の
偉
業
は
「
安
倍
・
田
村
両
将
軍
一
一
亜
ク
ト
曰
モ
則
チ
可
ナ

リ
」
と
い
う
こ
と
だ
、
と
新
田
は
高
く
評
価
し
て
い
る
。
信
広
を
阿
倍
比
羅
夫
、

坂
上
田
村
麻
呂
と
比
較
し
て
い
る
点
な
ど
、
朝
廷
の
北
方
防
備
の
系
譜
に
連
な
る

将
軍
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

第
二
項
北
門
鎖
鋪
観

一
世
武
田
信
広
に
、
次
の
記
述
が
あ
る
。

潜
史
氏
曰
渡
島
ノ
地
方
二
於
ケ
ル
ャ
往
昔
ハ
姑
ク
措
テ
論
セ
ス
、
足
利
氏
中

世
ヨ
リ
安
東
氏
二
属
ス
ト
雌
モ
、
徒
二
其
名
ア
ッ
テ
其
実
ア
ル
ニ
非
ス
、
議

爾
ダ
ル
毛
人
動
モ
ス
レ
ハ
輔
チ
冠
ワ
ナ
ス
、
漠
然
之
ヲ
度
外
二
置
キ
、
未
タ

嘗
テ
贋
懲
ノ
拳
ア
ル
「
ヲ
間
カ
ス
、
康
正
・
長
禄
ノ
際
二
至
ツ
テ
其
乱
極
し

り
、
信
広
流
寓
ノ
餘
リ
ヲ
以
テ
将
帥
ノ
撰
二
贋
リ
、
其
臣
魁
ヲ
晴
シ
、
其
醜

類
ヲ
掃
上
、
乃
チ
創
業
胎
謀
遂
二
彼
ノ
鬼
方
ヲ
シ
テ
我
版
図
二
帰
シ
、
氷
ク

皇
国
北
顧
ノ
患
ヲ
絶
シ
所
以
ノ
者
、
抑
其
功
烈
安
倍
・
田
村
両
将
軍
一
一
亜
ク
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『
家
記
』
は
、
榎
森
氏
が
指
摘
し
た
と
お
り
、
正
室
・
側
室
・
庶
子
ま
で
扱
っ
て

お
り
、
松
前
氏
の
家
譜
の
中
で
は
出
色
の
出
来
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、

歴
史
書
と
し
て
見
た
場
合
、
概
ね
事
実
関
係
を
冷
静
な
筆
致
で
記
し
て
い
る
も
の

の
、
大
坂
夏
の
陣
に
お
け
る
松
前
忠
広
の
記
述
を
例
に
と
っ
て
示
し
た
如
く
、
松

前
家
の
た
め
に
誇
張
し
て
書
か
れ
て
い
る
場
面
が
散
見
さ
れ
る
。
ま
た
、
一
一
一
一
世

松
前
道
広
以
降
の
記
述
に
は
北
門
鎖
鋪
観
が
、
更
に
一
八
世
徳
広
の
記
述
で
は
、

徳
広
が
突
然
勤
皇
思
想
の
持
ち
主
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
な
ど
、
著
者
で
あ
る
新

田
千
里
の
思
想
が
随
所
に
反
映
さ
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
歴

史
書
と
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
高
い
評
価
を
与
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
論
調
は
、
ロ
シ
ア
が
南
下
政
策
を
取
り
、
千
島
列
島
に
ロ
シ
ア
船

が
出
没
す
る
よ
う
に
な
る
二
一
一
世
道
広
以
降
の
記
述
に
顕
著
に
な
っ
て
く
る
。
道

広
の
人
物
評
で
は
「
読
書
ヲ
好
ン
テ
略
大
義
一
一
通
ス
、
常
二
士
気
ヲ
振
上
武
術
ヲ

張
り
、
北
門
ノ
鎖
鎗
ヲ
守
ル
ヲ
以
テ
白
ラ
任
ス
」
（
お
）
と
あ
る
。
ま
た
一
六
世
昌
広

に
水
戸
藩
の
重
臣
が
カ
ラ
フ
ト
を
北
方
防
備
の
た
め
に
割
譲
願
い
た
い
と
申
し
出

た
さ
い
に
、
昌
広
は
「
吾
不
肖
卜
難
モ
四
百
年
来
ノ
柤
業
ヲ
亭
ケ
北
門
ノ
鎖
錆
ヲ

守
ル
」
死
〉
家
系
で
あ
る
と
し
て
憤
然
と
断
っ
た
と
い
う
。
松
前
家
の
「
四
百
年
来

ノ
祖
業
」
が
「
北
門
ノ
鎖
鋪
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。そ
し
て
こ
う
し
た
北
門
鎖
鋪
は
徳
川
氏
の
た
め
で
は
な
く
、
「
皇
国
北
顧
ノ
患
」

を
な
く
す
た
め
で
あ
り
、
皇
国
Ⅱ
天
皇
の
た
め
な
の
で
あ
る
。
勤
皇
思
想
と
北
門

鎖
鋪
観
は
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

お
わ
り
に

（
５
）
 

（
６
）
 

（
７
）
 

（
８
）
 

（
９
）
 

（
皿
） Ｔ註

～-－ 

北
方
史
研
究
の
書
と
し
て
み
る
と
、
明
治
三
年
二
八
七
○
）
に
成
立
し
た
大

槻
文
彦
『
北
海
道
風
土
記
』
も
北
門
鎖
鐺
思
想
が
み
ら
れ
た
が
、
そ
れ
が
『
家
記
』

で
は
勤
皇
思
想
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
、
そ
う
い
っ
た
流
れ
に
属

す
書
物
で
あ
る
と
い
え
る
。

（
４
）
 

（
３
）
 

（
２
）
 

新
藤
透
「
松
浦
武
四
郎
・
大
槻
文
彦
の
北
方
史
研
究
Ｉ
明
治
期
北
方
史
学

史
の
文
献
的
研
究
ｌ
」
Ｓ
日
欧
比
較
文
化
研
究
』
第
九
号
、
日
欧
比
較
文

化
研
究
会
、
二
○
○
八
年
四
月
）

高
倉
新
一
郎
『
北
海
道
史
の
歴
史
（
改
訂
版
）
ｌ
主
要
文
献
と
そ
の
著
者

た
ち
ｌ
」
（
み
や
ま
書
房
、
’
九
六
四
年
）
は
、
『
松
前
家
記
』
を
歴
史
研

究
書
と
し
て
取
り
あ
げ
て
い
る
数
少
な
い
例
で
あ
る
。

田
村
安
蔵
「
新
田
千
里
」
（
家
臣
人
名
事
典
編
纂
委
員
会
編
『
三
百
藩
家
臣

人
名
事
典
』
第
一
巻
、
新
人
物
往
来
社
、
一
九
八
七
年
）
’
一
一
九
～
四
○
頁
）

榎
森
進
「
解
説
」
（
松
前
町
史
編
集
室
編
「
松
前
町
史
」
史
料
編
第
一
巻
、

第
一
印
刷
出
版
部
、
’
九
七
四
年
）
四
頁

榎
森
進
「
解
説
」
（
『
松
前
町
史
」
史
料
編
第
一
巻
）
三
～
四
頁

『
松
前
町
史
」
史
料
編
第
一
巻
、
一
九
頁

「
松
前
町
史
』
史
料
編
第
一
巻
、
三
九
～
四
○
頁

『
松
前
町
史
』
史
料
編
第
一
巻
、
四
○
頁

「
松
前
町
史
』
史
料
編
第
一
巻
、
四
三
～
四
四
頁

以
下
の
内
容
は
、
新
藤
透
ヨ
シ
ャ
マ
イ
ン
の
戦
い
に
関
す
る
『
新
羅
之

記
録
』
記
事
の
検
討
」
（
『
図
書
館
情
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
』
第
二
巻
第
一
号
、

「
図
書
館
情
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
」
編
集
委
員
会
、
二
○
○
四
年
一
一
月
）
を

2５ 
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（
ｕ
）
こ
の
点
は
工
藤
大
輔
「
巧
・
蛆
世
紀
の
蝦
夷
蜂
起
記
事
に
つ
い
て
」
（
「
第

一
一
一
回
「
環
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
文
化
の
つ
ど
い
」
研
究
報
告
書
」
北
の
文
化
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会
、
一
九
九
五
年
）
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
Ｂ
）
『
武
家
名
目
抄
』
第
一
、
職
名
部
上
（
吉
川
弘
文
館
、
増
訂
故
実
叢
書
、
一

（
、
）
斎
木
一
馬
／
林
亮
勝
／
橋
本
政
宣
校
訂
『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
第
四
（
続
キ
ー
ワ
ー
ド
蝦
夷
地
、
北
方
史
、
新
田
千
里
、
松
前
家
記
、
書
誌

『
松
前
町
史
』
史
料
編
第
一

「
（
享
徳
ｌ
引
用
者
注
）
三
年

原
政
胤
（
割
注
略
）
、
河
野

航
シ
テ
松
前
二
抵
ル
」
（
扇

松
前
景
広
「
新
羅
之
記
録
』

『
松
前
町
史
」
史
料
編
第
一

『
松
前
町
史
』
史
料
編
第
一

『
大
日
本
史
料
』
第
一
二
編

『
松
前
町
史
』
史
料
編
第
一

「
松
前
町
史
』
史
料
編
第
一

『
松
前
町
史
』
史
料
編
第
一

『
松
前
町
史
』
史
料
編
第
一

『
松
前
町
史
』
史
料
編
第
一

松
前
景
広
『
新
羅
之
記
録
』
函
館
市
中
央
図
書
館
所
蔵

松
前
広
長
「
福
山
秘
府
」
（
北
海
道
庁
編
『
新
撰
北
海
道
史
」
第
五
巻
史
料

『
武
家
名
目
抄
』
第
一
、
職
名
部
上
（

九
二
八
年
）
四
一
一
一
七
～
四
一
一
一
八
頁

群
書
類
従
完
成
会
、
’
九
八
一
年
）
一
二
四
頁

基
に
若
干
加
筆
し
た
。

幽
広
長
「
福
山
秘
府
」
（
北
海

（
北
海
道
庁
、
一
九
三
七
年
）

前
町
史
』
史
料
編
第
一
巻
、

史
料
編
第
一
巻
、
四
三
頁

』
第
一
一
一
編
之
一
九
、
三
六
頁

史
料
編
第
一
巻
、
’
一
一
六
～
一
一
一
七
頁

史
料
編
第
一
巻
、
一
二
頁

史
料
編
第
一
巻
、

史
料
編
第
一
巻
、

史
料
編
第
一
巻
、

史
料
編
第
一
巻
、

史
料
編
第
一
巻
、

三
年
八
月
廿
八
日
信
廣
伊
駒
政
季
（
割
注
略
）
、
相

河
野
政
通
（
割
注
略
）
、
卜
大
畑
（
割
注
略
）
ヨ
リ

ミ
松
前
町
史
』
史
料
編
第
一
巻
、
五
頁
）
と
あ
る
。

六

頁

六
～
七
頁頁頁

三
七
頁

五
～
六
頁

2６ 


